街並みの破壊と保存 : 小樽と江差 by 村上 俊介





























 それ以前にも江差町は積極的な公共事業を行ってきていた。「昭和 40 年代に、中歌町ふ頭用
地の造成や津花海岸埋立事業等の港湾整備や新たな国道整備、昭和 45 年度と昭和 46 年度には
文化センターと体育館が建設され、…昭和 56 年度の『第 2 次総合開発計画』により、江差追分
会館の建設や中央商店街改造事業が行われた。江差港マリーナの建設や町役場の移転改築、運
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動公園整備、下水道工事、いにしえ街道の電線地中化を含めた道路拡幅工事が実施された」（柏
木恵「財政再建への道のり－どん底からどのように抜け出したのか－」、月刊『地方財務』、キャ

















（通し庭）の長さが 70ｍもある（江差町史編集室編『江差町史』第六巻、昭和 58 年、977～991
頁参照）。中村家の場合は、海岸線から店舗までは急勾配だったのだろう、この通し庭には途中
に階段が設けられている。 
 われわれの見学した旧中村家と横山家は、江差町に残る 2 つの貴重な商家建築であり、旧中
村家は 1971 年に国の重要文化財に指定されて、現在は江差町の所有となっている。一方、横山




そこで文四郎は北の地にたどり着いたということだ。明治 20 年以前の資料では江差の商家は 4
割以上が能登衆だったとのこと。 
 『江差町史』によると、江差の商人を 8 類型に分けている。すなわち、1）松前派（両浜組）、
2）江差松前派、3）御用商人、4）越後派、5）新興商人、6）越後店・佐渡店、7）大手漁業家、
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8）江差医師団である。第 8 類型は商人ではないので、これを除くと、7 類型ということになる。














である。幕府は対ロシア警備のため、1799 年から 20 余年、函館から浦河に至る地域を取り上
げて直轄地とし、その後、日米和親条約により函館を開港するに及んで、1855 年からまた函館
一帯を松前藩から取り上げた。この函館を拠点として活動し、江差にも赴いた御用商人を『松
前町史』は第 5 類型「新興商人」として区分している。 










第 6 類型「越後店・佐渡店」は、第 4 類型「越後派」のツテを頼って江差で交易をするが、
土着ではない越後・佐渡出身商人であり、第 7 類型は文字通り漁業を基礎に多角経営を展開し
たグループである。横山家は能登出身であり、この第 4 の商人類型に属するのだろう。江差は
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彼らを中心に、上記の様々なタイプの商人達を交えて、特産物である檜、鰊を本州に運び出し、
上方の財、文化を運び込んで栄えた。その運搬手段が弁財船（北前船）であった。 

























































 小樽運河は 1914 年、小樽湾の埋め立て工事が開始され、もともとの海岸線と埋め立て地の間




運河が完成して 12 年後の 1935 年から、埋め立てられた海岸線で埠頭工事が始まり、完成後の





いの狭い道路の拡張計画が俎上に載せられた（以上、「北海道新聞」2014 年 5 月 31 日～2015
年 4 月 4 日特集記事「水路の記憶－小樽運河 100 年」より）。この計画が浮上し、また運河沿い
の石造り倉庫が次々と解体され始めるや、小樽市ではこれに反対する声が上がり、1973 年「小
樽運河を守る会」が発足、街並み保存を巡る議論を全国に広げていった。しかし 1976 年には都
市計画として運河埋め立てが具体的に決定され、1979 年 11 月 14 日「小樽運河について北海道・
小樽市議会建設、総務両委員会は 14 日午後 8 時半すぎ、怒号、つかみ合いの混乱のうちに道路
促進派から出されていた陳情書を与党議員多数により強行採決した。これにより小樽市は「運
河を埋める道路」（道道小樽臨港線）建設の手続きを進めることになる」（朝日新聞 1979 年 11
月 15 日、朝刊）。そして 1981 年 6 月 29 日には小樽市議会で運河埋め立て＝道道小樽臨港線建
設計画が可決された。 
 その計画案とは「小樽運河は幅約 40 メートル、延長約 1140 メートル。計画は、半分の幅 20
メートルを長さ 680 メートルにわたり、13,600 ㎡埋め立て、既存の道路と合わせ 6 車線道路を





 1982 年からは実際に工事が動き始める。9 月、小樽運河埋め立ての準備工事としてヘドロ固
化工事開始され、1983 年 11 月から道路護岸壁のためのくい打ちが始まった。横路孝弘氏が北




 このような空気の中で、横路知事は 1984 年 1 月に埋め立て工事続行の見直しを表明し、さら
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け、審議拒否を通告した。空転は、一日半に及んだ。工事凍結は、横路知事が一年がかりでま
とめた「決断」だった。粘り強い地元の保存運動に支えられ、保存派の強硬手段、市長リコー
ル運動が、このまま進めば地元の再生をかけた小樽博覧会（6 月 10-8 月 26 日）にぶつかるこ







造倉庫群など歴史的建造物の保存を検討する」」（朝日新聞 9 月 10 日、朝刊）というものだった。
結局は「工事続行」だったのだ。反対派にとっては苦渋の「決着」により、「小樽運河を守る会」
で発足当時から活動の中心を担ってきた会長の峰山富美氏は、辞任した。その後、運河埋め立
て・道路拡幅工事は「順調に」進行し、1986 年 5 月に完成する。私が北海道を去った直後のこ
とだった。 
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経済成長期の中で、埋立てによって海岸線が変わり、街並みが劇的に変化していくさまを知っ
ている年代の人々は、恐らく私と同じような感慨を持たれるのではないだろうか。しかも私と
同じように嘆息を伴って。 
